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9. 研究実績の概要

１．調査項目と方法の検討：調査は、文献調査、聞き取り調査(オーラルヒストリー）とし、繊維産業興隆期に就労した女性労働者が
ほとんど生存していないので、文献からの調査を検討した。また、聞き取り調査は、国内と日本の産業興隆期と同じ状況である国外で
実施することを検討した。
２．文献調査の実施：文献調査は昨年度訪問した、京都綾部の繊維会社を再度訪問し、繊維産業復興期に就労していた女子工員らの家
庭環境、その後、女子工員らの教育のために付設した高女の経緯、会社の女子工員教育に対する考え、高女での勉学と就労女子工員ら
の考え方などについて、当時の記録を閲覧することで調査を実施した。
　繊維産業興隆期に発展した企業の埼玉県熊谷にある資料館での調査と岡谷にある博物館の資料等の調査を実施した。
３．国内調査の実施:国内のアパレルメーカーに中国内陸部から研修に来ている縫製女子工員らの就労意識についての聞き取り調査を
実施した。この調査を実施した目的は、中国陸部は、日本の繊維産業興隆期のように出稼ぎによる就労女性が多いことによる。さらに
現在短大２年に在学している学生について、勉学とこれから就く就労への考え方についてアンケート調査を実施した。
４．国外調査の実施；国外の聞き取り調査は、日本の繊維産業興隆期と同じ労働状況と推定されるベトナムで実施した。労働問題の関
係から女性労働者に直接聞き取り調査を実施することはできなかった。しかし、調査対象工場の経営者(女性)から女性労働者の就労状
況を直接聞き取ることができたことで、当初の目的を概ね達成できたと考える。
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